
（別紙３）

～ ２０２５年　３月　１７日

（対象者数） 41人 （回答者数） 30人

～ ２０２５年　３月　２１日

（対象者数） ２１人 （回答者数） １７人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・両施設での職員間同士の交流研修などの充実も図っていき

たい。

・大きな行事以外にも定期的に保育園との交流を深めてい

く。

・併設の保育園以外でも地域との交流の機会を設け、療育支

援の充実を図る。

2

・重複障害の子どもたちのバギーや車いす、立位台などの停

車場所や、今後の受け入れ人数によってはリハビリスペース

の確保などの課題が出てくる。

3

・適宜必要な関係機関と連携を取り更なる充実を図ってい

く。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・どのようなプログラムや研修会のニーズがあるのか、ニー

ズを把握する必要がある。

・内容によっては外部講師を依頼する等の検討事項がある。

2

・きょうだい児や保護者などに、どのようなニーズがあるの

かを把握し、交流会や研修会などを実施していく。

・個別対応が必要なケースにも対応していく。

3

・園便りや一斉メールなどを活用し、年に何度か各種マニュ

アルについての周知を図っていく。

併設している保育園と運動会や夏祭りなど年に何度か合同の行

事を行っている。

日頃より、園庭を共有し一緒に遊ぶ事や、同じ学年同士で交流

を持つ事など、意識的に行っている。

生活空間は十分にあり、子どもたちの活動に合わせて使う事が

できる。

各種活動や療法が適切に行えるようなプログラムや環境の設定

を行っている。

個別支援計画は種々の専門的な視点から作成する事ができてい

る。

個別支援計画作成の為の支援会議では、PTやMTなどの評価も

取り入れ各種の専門的な視点を盛り込みながら会議・作成する

よう心がけている。

各種マニュアルの周知徹底 ・各種マニュアルは入園時に配布、説明しているが、１年に１

回程度であるので、回数を増やしてのお知らせが必要である。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

家族支援プログラム（ペアレントトレーニングなど）の充実 ・コロナ禍が数年続き、集合形式の開催がが難しかったことも

あるので、今後実施できるよう検討していく。

きょうだい児支援に関する事 ・夏休みなどにきょうだいも参加できるイベントは行っている

が、回数としては年に１回程度であるので、どのようなニーズ

があるのか把握できていない。

２０２５年　３月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
２０２５年　３月　３１日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 （社福）矢本愛育会　障害児デイケアセンター　こどもの広場　（児童発達支援）

○保護者評価実施期間
２０２５年　３月　１日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


